
平成 24年度の戸破地域振興会総会を開催しました

平成 24年 4月 22日 (日 )に 戸破 地域振 興会

通 常総会 が戸破 コ ミコニテ ィセ ンター で開催 さ

れ 、 5件 の議案 が原案 どお り可決 され 、平成 24

年度 の事業計 画、予算や任 期満 了に伴 う役員 が     ι

決 定 しま した。

○事 業計 画 (主 旨 )

地域 の こ とは地域 で との基本理念 に基 づ い て

地域 に暮 らす 者相 互 の信頼 と協働 に よつて住 民

自治 の振興 を図 り、住み よいま ちづ く りに寄与

す るた め、従 来 の事業 を継 承 しつつ 、新 たな事

業 に も取 り組 む。
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平成24年度戸破地域振興会予算

バ トンを受 け、私達 が戸

な った地域 づ く りの正念

か つたネ」と心の底 か ら

組 んで い きたい と思 つて

可欠 です。 自分 た ちでで

的 に加 わ ってい ただ けれ

協力 をお願 い 申 し上 げ、

自 主

本 部 長
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副 会 長
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理  事

理  事

理  事

特別会計 (展

特別会計 (

桜 の花 も過 ぎ、若鮎 お どる頃 とな りま した。 皆 さまにはます

び 申 し上 げます。

この度 、 これ までの梶 谷会長 を初 め経 験豊 な役 員の方 々か ら

破 地域振興会 の運 営 に当た るこ とにな りま した。

さて 、戸破 地域振 興会 が発足 し 5年 目を迎 え、住 民 が主体 と

場 の年 であ ります。住民 自治 が根付 い た もの とな り、「住 んで よ

言 え るまち とな る よ う役員 一 同 力を合 わせ 、 まちづ く りに取 り

い ます。 そ のため には地域 の皆 さん の積 極 的 な参画 と理解 が不

き る こ とは 自分 た ちで 、一 人ひ と りが地域 の担 い手 と して 自主

ば と思 います。 住 み よい地域 づ く りの ため に皆 さまの更 な る ご

役 員― 同 を代 表 し就任 の挨拶 とさせ ていた だ きます。
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防犯協会戸破支部総会 を開催 しました

5月 13日 (日 )戸破コミュニティセンターにおいて出席者 60名 で平成 24年度総会を開催

し、「平成 23年 度事業報告お よび収支決算報告」、「平成 24年 度事業計画 (案 )お よび予算 (案 )」 、

「規約の一部改正 (案 )J、 「役員改選 (案 )Jに ついて審議 を行い承認 を得 ま した。

総会後、射水警察署生活安全課の田中課長か ら「最近の
 L銀 _J i.二 ‐

―-  4
陶 巳状mに ついて 講演を動 すましな

, 
蝙殴1轟直二111_ぷ .10今年度 の活動計画は次 の とお りです (・防犯バトロール活動の推進

            |,IttE温墓扉鷲露1薔勝・児童見守り隊による見守り活動の実施
。少年補導委員による補導バトロールの実施     二

‐
¬口P

・児童からの防犯標語の募集とポスや―全戸配布   J亀 :・ 暮ヽ
.4左

!

・通学路への防犯桃太郎の設置
。安全 。安心キヤンペーンの実施

児童見守 り隊対面式の開催
児童見守 り隊の対面式が歌の森小学校 (5月 21日

歌の森つ子見守 り隊 )、 小杉小学校 (6月 4日 杉つ子

愛 レンジャー隊)においてそれぞれ開催 されま した。

校長先生、見守 り隊代表、PTA会 長 あい さつ、学校・

地域が一体 となつた見守 り活動の説明、そ して児童か

ら見守 り活動 に対す る感謝 の ことばがあ り対面式 を

終 えま した。

交通安全協会戸破地域支部か ら
全 日本交通安全協会が 4月 1日 に公益財団法人への移行 に伴い、

当支部 も戸破地域支部 に変わ りま した。春 の全国交通安全運動 (4

月 6日 ～ 15日 )に 先がけて 4月 1日 に総会 を開催 し、小杉・歌の

森両小学校 の交通安全教室、あおい幼稚園の園外保育への協力等

を実施 しま した。

6月 14日 に高齢者交通安全教室、6月 19日 にあおい幼稚園・

26日 に東部保育園で七タセ ッ トを贈呈 し安全教室の開催や小杉小

学校 (3年生)の校外学習へのサポー ト活動 を予定 しています。

|※ 交通安全協会 の組織
|

全 日本 交 通 安 全 協 会

‖

富 山 県 交 通 安 全 協 会
‖

交通安 全 協会射 水支部

射 水 交 通 安 全 協 会

戸 破 地 域 支 部

今年もアメシロ発生の時期になりました

薬剤散布にあたつては、定められた希釈倍率で、帽子・マスク。手袋等を使

用し皮膚の露出を少なくし「動力噴霧機使用上の注意」を厳守して行つてくだ

さい。また散布後は顔・手など石鹸でよく洗ってください。

・
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☆歩こう会

4月 15
ター を 出 発

た

日 (日 )甲 朝、参加者 90名 余で コ ミュニテ ィセ ン

し、下条川沿いに歩 き、爛漫の桜 な どを散策 しまし

蜃 T学
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講 師 富 山情 報 ビジネス

長 谷 川 綾 |

:[称■蜃「:[イζ篭亀21幌[1
多 Fn3を 共 有 することで成 り立 つ。… … 講 師 の話 はこ う

☆平成 24年度 生涯学習事業の主な予定

花 壇 作 り (春 ・ 秋 )・ 門 松 作 り、男性 料 理 教

室 (3回 )、 教養 講座 (交 通安 全教室 。法 話会 )

歩 こ う会 、 文化祭 、ニ ュー スポー ツ体験 、体

験 学 習 (ち りめん・染 色 。ちぎ り絵 ・石鹸 づ

く り 。折 り紙・ 寄せ植 え 。そ ば うち )

☆サータル会員募集 多くの地域の方の多加をお待ちしています。詳細はセンターまで
○ ダンススポーツ<水 曜 日 PM7:00～ DS花 水 木 > Oカ ラオ ケ <金 曜 日 PM7:30～ 戸破 歌謡 会 ン、

O剣 詩 舞 く木 曜 日 PM5:00～ 玉風 会 >
〇等 由 ・ソく人 <日 曜 日 PMl:00～ 竹 心会 >

○剣 詩 舞 <木 曜 日 AM10100～ 天 意会 >

〇太 極 拳 <土 曜 日 PM7100～ とやま太極・拳悠会>
○太 鼓 く水 曜 日 PM7:00～ 山 田流 太鼓 >、

○詩 吟 く木 曜 日 PM7:30～ 雄 吟 会 >

☆組対抗ソフトボール大会

5月 27日 (日 )小杉小学校 グラン ドで、各組 か ら 2チ ー

ムが参加 し熱い戦いが繰 り広 げ られ、 4組 Aチ ー ムが優勝 し

ま し́た。 なお、次勝 は 3組 Bチ ー ム、 参勝 は 2組 Aチー ム

で した。

《今後 の予定 》

7月 7日 (■ )健康講座 (戸 破 コミュニティセンター )

■ |-1  - ― ―■ ■ +ヤ|― ■ ―■ | ■― |―  | ‐ |  .  1 .  ■―■――
' 

■― キーキー 1‐■

☆☆ F~破 コミユニティセン,…だより ☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

寒暖の差が激 しかった季節か らや っと開放 さね′、清々 しい 日々が続 いています。公民館が コ ミ

ュニテ ィセ ンター となつて 1年 、 この 4月 力'ら 指定管理者 となって運営す ることにな りま した。

これ か らも地域 づ く りの場 ・ 生涯 学 習 の場 とな

                         |

る よ う努 め ます ので 、 ご協 力 をお願 いい た しま

す。

○ 合 同 開 講 式  <5月 26日 (土 )>
演題 相手の心に寄 り添 う話 し方

長 谷 川 綾 子 氏
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就 任 の ご挨 拶         戸破社会福祉協議会長 中 西  脩

この度、山田一成会長の後任 としてその任に当たることにな りました。 とは言

つても、郷土愛だけが取 り柄の若輩者、任の重 さに身の引き締まる思いです。

生まれてよかつた。住んでよかった。 これからも住み続けたいと思ってもらえ

る戸破地区。思いや りと感謝の心 と言葉があちこちで飛び交 う、温もりのある戸 ‐

破地区をめざし、「衆力功あり」、 日夜、住みよい街づ くりに励んでお られる町内 |
会長 さんを始め、各種団体・サークルの皆様など、多 くの方々と手を取 り合つて、

その職に励んで参 りたいと存 じます。皆様方の引き続いてのご理解 とご協力を切

にお願い申し上げ、ご挨拶 とさせていただきます。

サ ロ ン 交 流 会 開 催
|

5月 24日 小杉社会福社会館に於いて今年 もサロン交流会が盛大に行われま した。

今年は 250人 が参加 し、 13の サロンが 日頃の活動紹介 と出 し物をステージやフロアーで披露

しました。輪踊 りや水戸黄門の寸劇、ゴムでの歌体操など次々と発表をし、会場は笑い と拍手で

溢れま した。昼食後は東部保育園の園児 32名 の 「さんぽJのペープサー トと和玲の会の心和 ら

1第 1回  ひば りつ子の集い 「リズムでゴーゴー・ゲームでゴーゴー

5月 27日 (日 )今年度第 1回 目の 「ひば りっ子集まれ !Jを 開催 し

ました。増本 伊規子先生の指導で、集まった 80名 のひば りつ子や保護者、

地域の皆 さんは会場一杯、軽快な音楽に合わせて体を動か しました。

最後に 「今 日楽 しかった人 ?J「ハーイ !」 元気な声 と笑顔が溢れま した。

今年度は 8回 の活動を予定 しています。ひば りつ子の参加をお待ちしています。

ひ ば りつ 子 活 動 予 定  戸破地区の小学生対象です。 /ィ fi

第 2回 むか しのおもちやを作つて遊ぼ う !(異世代交流 )

′́イ

7月 26日 (木 )AM10:00～  戸破 コ ミュニテ ィセ ンタさ

戸破児童クラブ育成会のご協力で青色のチラシによる申し込み書を配布 しています。

ふれあいサロン訪問  戸破地区には 13の ■、れあいサロンがあります。

シリーズで各サロンを紹介 しています。

結成は平成 3年、長寿会の踊 りのお仲間同士にサロン作 りを勧めて

くださったのが官規矩夫さん。みなわ会は 「みんな輪になろ う !J

とい う意味がこめられてお り名づけ親でもあ ります。現在会員 12名
で毎月 1回 コミュニティセンターで、料理教室や、編み物、折 り紙

での作品作 りやお風呂で親睦 もされています。今年のサロン交流会で

み な わ 会

は 「証城寺の狸ばや し」で会場を大いに沸かせてくださいました。
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ぐ音楽を楽 しみま した。
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講演会 「人 生 後 半 を輝 か せ る た め に」 ～ 幸 せ の処

4月 7日 (■ ) 参加者  70名
20代～ 70代 (～ PPK)ま で年代別 に大切に し

たい事柄 を、分か りやす く、ユーモアを交えて解説 して

くだ さい ま した。内容 もさることなが ら、ハ ツラツと元気

溢 れ る先生 の語 り口に引 き こまれ 、歳 を重ね る ことへ の不安感 は

払 拭。 生 き生 き と楽 しん で生活 してい くこ との素晴 ら しさを学び ま した。

期 総 会              4月 7日 (上 )出 席者 63名

く会長挨拶 よ り抜粋 > 地域 を支える一員 となって活動 していきたい。新 たな取 り組み とし

て、年 4国 の町内指定場所 での資源 国 1又 の際、独 り暮 ら しの高齢者の方 な ど支援が必要な

方々にお声掛 け し、お手伝 い させていただ く。「地域の絆Jを 強固なものにす るため、地域

をよ り良 く、暮 らしやすい所 にす るために、私たち女性 も少 しずつ力 を |||し 合いま しょう。
※ 執行部役員、支部長 は前年度同様 です。 引き続 きよろ しくお願 いいた します。

申 し込み、問い合 わせ は戸破 コ ミュニテ ィセ ンター (電話 :55-3948)ま で

教室 名 ち り め ん 教 室 染 色 体 験 (藍染  2回 目)

日  日寺 7月 2 1 日 (11)9 1 0CIX 15:00
※ 簡単な昼食を準備いた します

8月 25日 (土 )13:00～ 15:00

会  場
ミライクル館
8145 コ ミュニティセンター集合
(車 を乗 り合わせて現地へ行 きます )

戸破 コ ミュニテ ィセ ンター

内  容

リサイクルの着物を使った作品制作
①色紙にふくろう

②短冊状の台紙に振袖 3枚
③短冊状の台紙にひょうたん
※ 作品例の写真がセンターにあります

①～③を選択 し、申し込んでください

① 昨年より大判のス トール

(90cm× 180cm)に 染色

② Tシ ャツに染色

③各自で用意 した生地
(綿 、麻、シルク)に 染色

講  師 辻  志津子氏 中 円朋 子氏

費 用

(当 日集金

します)

材料費  500円 染料代 500円
プラス ①は 2,000円 程度

②は 800円 程度

持 ち物 裁縫 セ ッ ト エ プ ロン

定  員 20名 20名
締め切 り 6月 20日 (水 ) 8月 10日 (金 )

☆みどり学級 男女 FHEIゎ ず 、 どなたで も参加 OKで す !

☆映写舎「武士の家計簿」のお知らせ
時  8月 26日 (日 ) 場所  文化 ホール ラポール 「まどかホール」

上映開始 ① 14:00  ② 19:00
前売り券 大人 900円   小人 500円   ※ 後日、回覧にて注文をと

夏 号 く5) ネ ッ ト 7-― ク ひ ば り



● 3月 6日

04月 6日

4月 15日

5月 11日

◇

　

●

24年 3月 ～ 5月 の 行 事 経 過

(火 )第 3回 男性料理教室 第 lc～ 3c 参加 22名

小豆の炊 き込みお こわ、ぶ り大根 、菜の花のか らし酢みそ、い とこ汁、お ま

け ??迄 ついて最高。

(金)戸 破長寿協 24年 度定期総会  参加 52名
事業報告、会計報告の承認  新年度計画、新年度予算が可決 された。

{日 )合 同 {体協、振興会、婦人会 )ウ オーキング 参加 長寿会 30名 他 60名

{金)社 会見学 参加 27名
小矢部倶利伽羅源平の郷 を散策 し源平の Lに 夢馳せ る。

(木 )ふ れあい交流会に協力参加 47名
発表由 4由  「花や、バ ラが咲いた、花、イキイキ小唄」

● 5月 24日

● 5月 25日 (金)第 八回パークゴルフ大会

下村パー クゴル フ場 16チ ー ム (招 待チーム社協含む) 80名 で開催。

24年 6月 ～ 8月 の 行 事 予 定

06月 8日 (金 )男 性料理教室 1/3回 (4～ 6c)実施す る。

● 6月 9日 (土)社 会奉仕 「環境美化作業」 中央児童遊園地周辺。

● 6月 27日 (水 )～ 23(木 )役 員―泊研修  金太郎温泉への予定。

● 7月 3日 {火)南 部地 区女性部研修会の予定。

● 7月 19日 (本)い きいき生涯学習 講師 泉 治夫氏 仮題 射水の植物。

● 7月       戸破 コミニ と合 同ウオーキングの予定。

03月       合 同追悼法要の予定。

○ サ ー クル 活 動 予 定 日

各月 の第二水曜 日

各月の第二 。第 四 日曜 日

各月 の第二 。第 四水曜 日

時    間

13時 30分～ 15時 00分 迄
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国登 銀 有 形 文 イに財 ′
l｀ 杉 展 暴 館  《l口 小 杉貯 含 銀 行 )

企 画 展 暴 (予 定 )

◇ 緑 夭 鳳 棄 展 6月 2日 〈土 )～ 6月 17曰 く日 )

◇ lL● 掟 標 語 展 7月 中 旬 ～ 7月 下 旬

◇ 絵 本 凍 面 展 8月 上 旬 ～ 8月 下 旬

※俯 内源 違 言こ定館 の改修 期 間 中、記 定 館 に展 余 していた銀 絵

の 一 部 を 展 示 し て い ま す 。

体 館 眉 月 曜 日 〈祝 日 の と き は 翌 日 )、 用 館 皓 F8R AM9～ PM5
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田 知 本 遥 選 ‐手
ロンドンオリンピック
出 場 お めで とう

―  
―

小杉高等学校時代

(第 55回全国高等学校柔道大会l■・勝写真より)

みんなてしき稲■まtょう!!

ヨこニティセンターκ

総エネを謁げてあります。
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オリンピック出場によせて

田矢□本 叉広

遥は小さい頃から気持ちが強く、人一倍負けず嫌いな子どもでした。

そんな娘に柔道をやらせたいと思つたのが、6才くらいの時だつたと思います。

当初は、練習半分、遊び半分<らいの感覚でやつていた

と思いますが、技を取得するのが早<、 わからないことが

あれば積極的に聞いてくるという一面もありました。

ロンドンオリンピックでは体調、精神面を試合当日に持

つていければ、遥なら本当にやつて<れるんじゃないかと

期待しております。
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賛 助 会 員
戸 破 地 域 振 興 会 ホ ーム ペ ー ジで 、 企 業 名 を ク リ ック す

れば各企業のホームベージに リンク します

ま した。 httpツ /www hibariimizu―chilki jp/ア ドレスが変わ り

救急薬品工業株式会社
ヨ事業 本部  富 山 工場

射 水 市 戸 破 32 7 TEL(0766)569901
■研 究所

射 水 市 後 宝 1203 1 TEL(0766)562501

集 現1lζL::711『町rllL_ヵン
射 水 市 戸破 53-20(テ クノパーク内 )

TEL(0766)56-5300

ア ル・ プ ラ ザ lll彬
〒9390341射 水 市 三 ケ 2602
TEL(0766)57-8100 FAX(0766)57-8101

端式量紅ミヤシゲ
環 境 エ ン ジ ニ ア リング 営 業 所

TEL(0766)56-9550 FAX(0766)56-9650

ツッター 開閉機 製造 取 付 け工事

ゝ霊匡 杉 山 製 機 株 式 会 社
〒9390351射 水 市 戸 破 624
TEL(0766)50-1007 FAX(0766)55-2212

〒9390351射 水 市 戸 破 針 原 32‐ 9

TEL(0766)562800(代 )

⑮ 業達株式会社 安 エ

あ お い 幼 稚 園

⑪・ポリ集監寮顎劇13島「腸話1っ26

伊勢住建株式会社
〒989-0351射 水 市 戸 破 8-10

TEL(0766)55-0410 FAX(0766)55‐ 1317

株式会社 大 谷 工 業

射 水 市 戸 破 624TEL(0766)501007

0
T939-0351

胃眼雲紅大 幅 薦Jし ゅう
射 水 市 戸破 針 原 69-9 TEL(0766)56-3368

Υ 立山化成株式会社がぃ
"ぜ
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中部薬品株式会社
本 社 〒939-0351射 水 市 戸破 69‐ 12

TEL(0766)56-9131(ft)FAX(0766)56-9134

臨 麒 業株式書社
〒9390341射 水市 三 ケ 3973
TEL(0766)55-3933 FAX(0766)55-3922

特 定 建 設 工 事 共 同 企 業 体

三井住友・不動テトラ・ 丸新志鷹
〒989-0341射 水 市 三ケ 475-l TEL(0766)55-5026

(株)織   田

射水 市戸 破 2253 TEL(0766)55… 1896
黒 川 金 物 店

射 水 市 荒 町 3289
TEL(0766)55‐ 0268 FAX(0766)55‐ 0313

黒 川 建 設 工 業 榊
射水 市 戸破 1275 TEL(0766)56-2135
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榊小 杉 光 電 社
射水 市 戸破 2253 TEL(0766)569333

コ ニ シ 薬 局
射 水 市 戸破 (荒 町)3285 TEL0766 55-0160

〔育 〕島 lTC菌 店
射水 市戸 破 (● 町 )4226 Te10766-55-0542

日本セッタ株 式会社
〒939-0351射 水 市 戸 破 8… 10

TEL(0766)56-9555  FAX076656-9333

市 戸 破 (本 舟 町 )2994
TEL(0766)73-2103
FAX(0766)55-3489
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麗

丸 汚 工 業 い
射 水 市三 ケ 2488-3 TEL0766-561255
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